
健診を継続して受け 
健康を見直してみませんか？ 

宮崎江南病院 
診療放射線技師 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
診療放射線技師の海江田と申します。本日は健診を受けてあなたの健康を見直してみませんか？というテーマでお話をさせていただきます。



生活習慣病＋骨粗しょう症、マンモグラフィ、乳腺エコー 

放射線検査でお話する項目は 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
今回、放射線の検査でお話させていただく項目は、Click喫煙、飲酒、メタボリックシンドローム、脳卒中、虚血性心疾患、骨粗しょう症、マンモグラフィー、乳腺エコーについてです。



喫 煙 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
まず喫煙からお話していきます。



喫煙 
喫煙によりほぼすべての臓器が害を受け、 
健康に影響を及ぼします。 

喫煙・受動喫煙により引き起こされる病気 
 

・がん 
・循環器疾患 
・呼吸器疾患 
・生殖器における疾患 
・低骨密度 
・消化性潰瘍   など 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
喫煙によりほぼすべての臓器が害を受け、健康に影響を及ぼします。なぜなら、たばこには4,000種類以上の化学物質、ダイオキシンなどの約200種類の有害物質、約60種類の発がん性物質が含まれているからです。最近増えているアイコスなどの電子たばこには、明らかな健康へのメリットは認められていません。また喫煙により引き起こされる疾病は増加しています。Click喫煙や受動喫煙により引き起こされる病気をあげてみます。皆さんご存知のがん、循環器疾患や呼吸器疾患、生殖器における疾患などスライドに示すように様々なものがあります。



肺がんは死亡者数が第１位 
早期発見・治療がポイントです 

胸騒ぎを感じたら・・・CT検診 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
肺がんは男女ともに死亡者数が第１位のがんです。治療のためには、早期肺がんを見つけることが最も重要であると考えられています。早期発見・治療ができれば、恐ろしい病気ではありません。ClickこちらはCTの画像です。赤い丸のところに小さな腫瘤があるのがわかります。胸のレントゲンとは違って3Dで画像を見ることも可能であるため、病変部の位置関係がより分かりやすくなります。



 肺がん死亡を減少させるためには、まず禁煙！ 
 その次に肺がん検診が重要です。 
 

  

マルチスライスCTは肺がん検出に有効 

 マルチスライスＣＴとは？ 
 健康管理センターでは8列マルチスライスＣＴを導入し、 
1回転で複数の輪切り画像をデータ収集しながら、10秒程度の 
息止めで全肺野(30cm)を撮影することができます。 
マルチスライスＣＴを用いることにより、高精度な臨床画像が 
得られ、治癒可能な早期肺がんの発見に努めています。 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
CT検査は肺がん検出に有効であると言われています。肺がんの死亡率を減少させるためには、禁煙が重要です。禁煙は長期だけでなく即効性のメリットもあるため、喫煙による病気のリスクが低下して健康状態も良くなると言われています。その次に重要になるのが肺がん検診です。ClickマルチスライスCTという言葉をご存じでしょうか。1回転で複数の輪切り画像をデータ収集しながら、10秒程度の息止めで全肺野(30cm)を撮影することができます。マルチスライスＣＴを用いることにより、高精度な臨床画像が得られ、治癒可能な早期肺がんの発見に努めています。



  

マルチスライスCTによる健診 検査概要 

約10秒程度で右上の図のような輪切りの
画像が得られ、検査終了となります。 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
マルチスライスCTによる健診の流れですが、まず、機械のベットに寝ていただき、左上に示すような位置決め用の画像を撮影します。次にその位置決め画像から撮影したい場所を決定し、撮影します。おおよそ１０秒程で撮影は終了し、そのデーターを元に右上のような輪切りの画像が作られます。痛みもなく非常に簡単な検査ですので、少しでも気になる方は一度検査をされてみてはいかがでしょうか。

http://srd.yahoo.co.jp/IMG/r=2/ig=579x427/id=8d60c669785c5c86/l=rx/da=s/tid=MMSI04_01/bzi=0/fst=0/q=brightspeed/SIG=138924uol/EXP=1268366800/*-http:/www.innervision.co.jp/expo/ct/ge/brightspeedelite/images/brightspeedelite.jpg


低線量肺がんＣＴ 
 低線量ＣＴでは、画像の質は通常のＣＴ検査に比べて 
やや劣りますが、陰影の存在の有無は十分に判断可能で 
あることが証明されています。 
 健康管理センターでは放射線被ばく線量を減らすため、 
通常のＣＴ検査より照射線量を軽減させて撮影を行います。 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
しかしCTと聞くとレントゲンより被ばくが多いからという理由で不安に思われる方もいらっしゃるかと思います。当院の健康管理センターでは低線量肺がんCTというメニューで撮影を行っています。低線量ＣＴでは、画像の質は通常のＣＴ検査に比べてやや劣りますが、陰影の存在の有無は十分に判断可能であることが証明されています。当院の健康管理センターでは放射線被ばく線量を減らすため、通常のＣＴ検査より照射線量を減らして撮影を行っています。こちらの画像は低い線量で撮影したものです。黒く見えている部分が肺になります。少しざらざらした印象がありますが、病変部は十分に観察可能です。通常の検査で用いる放射線の量も十分に低く人体に影響を与えるようなことはありませんが当院の健康管理センターではさらに線量を低くすることでより安心して検査を受けていただけるように努めています。



まずは禁煙！ 
自覚症状がなくても長期間の喫煙歴がある40歳以上の方は 
是非、肺がん検診CTをお勧めします。  

こうなる前に・・・ 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
Click肺がんを予防するにはまずは禁煙を心がけましょう。自覚症状がなくても、長期間の受動喫煙の環境にある方や喫煙歴がある40歳以上の方は、Clickぜひ肺がん検診CTをお勧めします。（右の背中側にmass）



飲 酒 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
次に飲酒についてお話します。



お酒の量は、適量で楽しみましょう 

週に2日は休肝日を作りましょう 
 適量でも毎日飲むことは肝臓に負担をかけてしまいます。 
 週に2日はお酒を飲まない日を設けて、肝臓を休ませるように 
しましょう。 

1日における適切なアルコール量（※個人差があります） 
■酒類別のアルコール約20gを含む量 
ビール（アルコール度数5度） 中びん1本(500ml) 
日本酒（アルコール度数15度） 1合(180ml) 
焼酎（アルコール度数25度） 0.6合(約110ml) 
ウイスキー（アルコール度数43度） ダブル1杯(60ml) 
ワイン（アルコール度数14度） 1/4本(約180ml) 
缶チューハイ（アルコール度数5度） 1.5缶(約520ml) 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
お酒の量は考えて飲んでいるでしょうか。調査や研究では、「適量のお酒を飲んでいる人の死亡率が、全く飲まない人、また大量に飲む人に比べて最も低い」というデータが発表されています。では適量とはどのくらいの量のことをさすのでしょうか？Click１日における適切なアルコール量をスライドに示します。もちろん個人差はありますが、１日にアルコール約20ｇが目安であると言われています。ビールだと500ｍｌ、日本酒は１合、焼酎は0.6合だそうです。Click適量でも毎日お酒を飲んでしまうと肝臓に負担をかけてしまいますので、週に2日はお酒を飲まない日、休肝日を設けて、肝臓を休ませるようにしましょう。



多量飲酒 
体内に入ったお酒の約90％は肝臓で分解されます。 
消化器の病気では肝臓障害が最も多いと言われています。 
過度の飲酒はメタボリックシンドロームと深く関連しています。 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
たくさんお酒を飲むと、体のいたるところに影響を与えてしまいます。体内に入ったお酒の約90％は肝臓で分解されます。私たちが酔っていい気分になっている時でも、肝臓は黙って働き続けています。しかし、ガマン強い臓器といわれている肝臓も、絶えずお酒の処理に追われていると、働きが悪くなります。click消化器の病気では、肝臓疾患が最も多いと言われています。大量の飲酒を続けると、まず脂肪肝を起こすと言われています。脂肪肝の段階では自覚症状がなく飲酒をやめれば肝臓の状態は良くなります。しかし、飲酒を続けるとることにより、アルコール性肝炎やアルコール肝線維症となり、発熱や腹痛の自覚症状が出てきます。それでも飲酒を続けると肝障害の末期である肝硬変になってしまいます。また、メタボリックシンドロームに関連する高血圧、脂質異常症（高脂血症）、高血糖には過度の飲酒が関連していることが多いといわれています。



メタボリックシンドローム 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
次にメタボリックシンドロームについてお話します。



メタボリックシンドローム 
（内臓肥満症候群） 

不規則な食生活や多量飲酒を繰り返すと・・・ 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
メタボという言葉はほとんどの方がご存知かと思います。日本語では内臓肥満症候群といいます。不規則な食生活や過度の飲酒は、内臓脂肪蓄積の原因になります。メタボリックシンドロームになると、高血糖や高血圧、脂質異常症を引き起こします。そのまま放っておくと、体のいたるところに影響が出て命にかかわる病気を引き起こしやすくなってしまいます。



メタボリックシンドローム 
（内臓肥満症候群） 

内臓脂肪型肥満の方が危険！！！ 

いろいろな脂肪～内臓脂肪と皮下脂肪～ 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
肥満とは、からだの中に脂肪がたまりすぎている状態です。脂肪はたまる場所によって「皮下脂肪」や「内臓脂肪」などと呼ばれます。皮下脂肪は皮膚の下につく脂肪で、腰まわりやお尻、太ももなどの下半身を中心にたまります。適度な皮下脂肪は内臓を守ったりエネルギーを作り出すために必要であるといわれています。メタボリックシンドロームの原因となる「内臓脂肪」は、内臓のまわりにつく脂肪です。皮下脂肪と違い、内臓脂肪はたまりすぎると動脈硬化のリスクを高める作用を持つ生理活性物質を多く分泌するため、Click　内臓脂肪の多い内臓脂肪型肥満が特に危険視されます。



内臓脂肪検査（腹部CT） 

 メタボCT検査では腹部臍の部分を1スキャン撮影し、 
その画像から専用ソフトにて内臓脂肪、皮下脂肪ともに 
面積を計測します。 
 レポートは皮下脂肪・内臓脂肪が色分けされており、 
ご自身で視覚的に状態を把握しやすくなっています。 

■…皮下脂肪 
■…内臓脂肪 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
健康管理センターでは、CTを用いて内臓脂肪の測定も行っています。検査の内容としてはお臍の部分を１枚撮影するだけで終了となります。その画像をもとに専用ソフトで内臓脂肪と皮下脂肪の面積を計測します。結果は、ご自身でも視覚的に状態を把握しやすいよう、皮下脂肪を青、内臓脂肪を赤と色分けしてお渡ししています。こちらも非常に簡単な検査ですので、お酒を飲みすぎている方や不規則な生活を送っている人は一度内臓脂肪を測ってみてはいかがでしょうか。



脳卒中（脳梗塞・脳出血） 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
次に脳卒中についてです。



脳卒中とは？ 
 脳の血管が破れる脳出血、脳の血管が詰まる脳梗塞、脳の 
動脈瘤が破れるくも膜下出血の3つを総称したものを言います。 

日本における脳卒中の現状と患者動向 
 脳卒中の患者数は現在約150万人。 
 毎年25万人以上が新たに発症していると推測されています。 
 脳卒中は、がん、心臓病、肺炎に次いで日本における死因の 
 第4位となっています。 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
脳卒中とは脳の血管が破れる脳出血、脳の血管が詰まる脳梗塞、脳の動脈瘤が破れるくも膜下出血の3つを総称したものを言います。Click日本における脳卒中の現状と患者動向としては脳卒中の患者数は現在約150万人といわれ、毎年25万人以上が新たに発症していると推測されています。脳卒中は、がん、心臓病、肺炎に次いで日本における死因の第4位となっています。「寝たきりになる原因」の3割近くが脳卒中などの脳血管疾患と言われています。



脳卒中の予防に頭部MRIを受けましょう 
 検診の目的 
 近年では高齢者に限らず若い働き盛りの世代でも多くの方が 
脳卒中を発症しています。 
 無症候あるいは未発症の脳および脳血管疾患やその危険因子を
早期発見し、それらの発症あるいは進行を防止しようとする 
ものです。 

 主な発見の対象 
 1.無症候性脳梗塞 2.脳卒中の危険因子 3.未破裂脳動脈瘤 
 4.無症候性頭蓋内および頸部血管閉塞・狭窄   

5.高次脳機能障害 6.その他の機能的、器質的脳疾患 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
脳卒中の予防には頭部MRI検査を受けましょう脳卒中は高齢者に限らず、若い働き盛りの世代でも多くの方が発症しています。健診の目的はそれらの危険因子を早期発見し、発症や進行を防止しようとするものです。ClickMRIでは、脳梗塞や脳卒中の危険因子、破裂前の脳動脈瘤や、血管の閉塞または狭窄部位を見つけることができます。



MRI検査とは? 
MRI (磁気共鳴画像診断装置）検査は、強力な磁石でできた 
機械の中に入り、磁気の力を利用して身体の断面や血管を 
撮影する検査です。 

※次のような方は検査が出来ない場合があります 
✔心臓ペースメーカー 
✔外傷や手術で人工関節や脳動脈クリップなどの金属 
✔妊娠中もしくは妊娠している可能性のある方 
✔閉所恐怖症など狭い場所が苦手な方 
✔刺青をしている方 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
CTとMRIの機械の形は似ていますが、CT装置は放射線を使うのにたいして、MRIは放射線を一切使用せずに画像を得ることができます。MRIは磁気共鳴画像診断装置と言い、強力な磁石でできた機械の中に入り、磁石の力を利用してからだの断面や血管を撮影する検査となっています。Click非常に強力な磁場を用いるため、MRIの検査を受けれない方もいらっしゃいます。心臓ペースメーカーを体内に埋め込んでいる方、人工関節や脳動脈クリップなどの金属が入っている方、妊娠中もしくは妊娠している可能性がある方、閉所恐怖症で狭い場所が苦手な方、刺青をしている方は検査ができない場合があります。これは機械が壊れてしまったり、やけどを起こしてしまう恐れがあるためです。しかし、人工関節や脳動脈クリップなどの金属が入っている方でも金属の種類によっては検査ができる場合もありますので材質などを、実際に手術された病院で確認されてみてください。



MRI検査とは? 

  メガネ  ピアス・イヤリング  ネックレス   ヘアピン 

 腕時計      鍵       入れ歯    

磁気カード   エレキバン   使い捨てカイロ   

携帯電話 

MRI検査室に持ち込めないもの 

コンタクト 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
MRIの検査室には金属類を持ち込むと、強力な磁石に引きつけられてケガをしてしまう可能性がありますので、このような金属類はすべて外して検査を行います。腕時計や携帯電話は壊れてしまったり、磁気カードはカードの情報を失ったりしてしまいますので検査室内には持ち込まない様お願いします。検査時間は少し長く、頭の検査ですと約20～30分ほどかかります。



薬剤を使わずに脳の血管が観察できる！ 

 CT検査で血管を描出するには造影剤を使用しますが、 
MRIは薬剤を使わずに、血液の流れを利用して血管を 
描出することが可能です。 

脳動脈瘤 脳動脈狭窄 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
MRIの検査は薬剤を使わずに脳の血管が観察できます。CTの検査で血管をみようとすると、造影剤という薬が必ず必要になります。しかし、MRIは造影剤を使わずに血液の流れを利用して血管を描出することが可能です。左の画像は脳動脈瘤の画像です。白いところが頭の血管で矢印のところにこぶがあります。このこぶが動脈瘤で、破裂前に治療すればくも膜下出血を防ぐことができます。右の画像は少しわかりにくいですが、脳動脈狭窄の画像です。狭窄が悪化してしまうと脳梗塞になってしまいます。治療法としては、血管カテーテル治療や外科的手術（バイパス）があるようです。中高年の方や脳卒中の家族歴がある方、高血圧がある方などは一度頭部MRI検査を受けてみてはいかがでしょうか。



虚血性心疾患（心筋梗塞、狭心症） 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
次に虚血心疾患についてです。



虚血性心疾患とは？ 
 心臓の血管が詰まる心筋梗塞、一時的に血液がいかなくなる 
狭心症などを総称して言います。 

 主な原因は動脈硬化です！ 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
虚血性心疾患とは、心臓の血管が詰まる心筋梗塞、一時的に血液がいかなくなる狭心症などを総称して言います。Clicその原因は動脈硬化と言われています。



動脈硬化の原因は？ 
  「加齢」のように、自分ではどうにもならないものから、 
「喫煙」「肥満」「ストレス」「高血圧」「高脂血症」「運動
不足」などのように、生活習慣からくるものなど様々です。 

冠動脈 

心臓に栄養（血液）が足りなくなる→ 虚血 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
動脈硬化の原因としては、「加齢」のように、自分ではどうにもならないものから、「喫煙」「肥満」「ストレス」「高血圧」「高脂血症」「運動不足」などのように、生活習慣からくるものもあります。Clic心臓には図のように冠動脈と呼ばれる主として３本の動脈があります。加齢や先ほど述べた生活習慣が原因でこの血管が硬くなったり、プラークと呼ばれるコレステロールの塊がたまることで内腔が細くなり血液の流れが悪くなります。血流が悪くなることで心臓に栄養が行かなくなり様々な症状を引き起こしてしまうのです。



動脈硬化はCTでみえる！ 
  動脈の石灰化（動脈が硬くなる）はCTで白くみえます。 

 
 

しかし冠動脈は非常に細く動きも激しいので普通のCTでは
うまく見えません。 
 
 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
動脈が硬くなっている様子はCTで見えます。矢印で示す白い部分が血管の石灰化です。しかし冠動脈は非常に細く動きも激しいので普通のCTではうまく見えません。



宣伝ですが… 
  

当院に新しいCT装置が導入されました!! 
 
 

 
 
 

造影剤という薬は使用しますが数秒の息止めで 
冠動脈のみを撮影できるようになりました。 

石灰化 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
ここで少し宣伝ですが、2017年の12月に当院のCT装置が新しくなり、冠動脈を撮影することが可能となりました。Clicこの検査は検診では行っていませんが、造影剤を血管の中に流して数秒の息止めを行うことで冠動脈の撮影をすることができます。冠動脈CTはカテーテル検査のように血管内にカテーテルと呼ばれる管をいれることなく検査が可能です。検診のCTで動脈硬化が多いと言われた方、息切れや胸が痛くなることがある方はこのような検査もあるということも知っておいてください。



骨粗しょう症 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
次に骨粗鬆症についてです。



CMで聞き覚えが？「いつのまにか骨折」 
背中が曲がる、背が縮む、腰が痛いなどの症状は 

骨粗しょう症による骨折のサイン！？ 

健康な骨と骨粗しょう症の骨の違いについて 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
いつのまにか骨折という言葉を聞いたことがあるでしょうか？「最近、背中が曲がってきた…」「背が縮んだ気がする…」「腰が痛い…」でもそれは、歳をとったせい。そう思っていませんか？これらの症状は、単なる加齢のせいだけではないかもしれません。いくつか原因が考えられますが、骨粗しょう症など、深刻な病気が隠れている可能性もあります。骨粗しょう症による骨折が起こると、腰の痛みを感じる方もいますがそうでない場合もあり、気づかずに過ごしている方もいると言われています。Click健康な骨は、骨の構造がしっかりしていますが、骨粗しょう症の骨は骨がスカスカになっています。骨がスカスカになると、荷物を持ち上げる、尻もちをつくなどちょっとしたことで背骨がつぶれてしまうことがあります。�骨粗しょう症によって骨がスカスカになると、自分の体重に背骨が耐え切れなくなって、気づかないうちに背骨がつぶれて「いつのまにか骨折」してしまうことがあるのです。



骨粗しょう症の治療 

基本は食事・運動・薬物療法の３つです！ 
食事療法 
カルシウムとバランスの良い食事を心がけましょう 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
骨粗しょう症の治療は、食事療法、運動療法といった生活習慣の改善と、薬物による治療を組み合わせて行われるのが一般的で、どれも非常に重要な治療です。Click食事療法では、カルシウムだけではなく、ほかにもバランス良く栄養素を摂る必要があります。カルシウムは骨を作っている栄養素で、骨粗しょう症の予防や治療に欠かせません。また、カルシウムの吸収を助けるビタミンD、骨を作るのに重要なビタミンKを多く含む食品を摂ることも大切です。�それ以外にも野菜や果物、蛋白質などさまざまな食品をバランス良く摂ることが基本になります。�反対に、量を控えた方が良い食品として、加工食品や食塩、カフェイン、アルコールなどがあげられます。



骨粗しょう症の治療 

基本は食事・運動・薬物療法の３つです！ 
運動療法 
バランス運動やストレッチ、ウォーキングをしましょう 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
運動による適度な刺激でも、骨量を増やす効果が期待できると言われています。バランス運動やストレッチなどを行うことで、骨折の原因となる転倒の危険性が減ることもわかっています。�かたあし立ち運動やいすに座っての脚上げ運動は骨折や転倒に対する予防効果があることが報告されています。ぜひ試してみてはいかがでしょうか。ただし、背中や腰に痛みの症状がある方は、無理をせずに、行える範囲の運動にしましょう。洗濯や掃除などの家事をこまめに行ったり、買い物などでできるだけ歩くというのも立派な運動になります。



骨粗しょう症の治療 

基本は食事・運動・薬物療法の３つです！ 
薬物療法 
骨粗しょう症が原因で骨折したり、骨の密度が基準値以下の
場合、骨粗しょう症治療薬による治療が必要です。 

• ビスホスホネート薬、カルシトニン薬、抗RANKLモノクローナル抗体 

骨が壊れるのを防ぐ薬（骨吸収抑制剤） 

• 副甲状腺ホルモン薬 

骨を作る薬（骨形成促進剤） 

• カルシウム薬、活性型ビタミンＤ3薬、ビタミンＫ2薬 

そのほかの薬 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
骨粗しょう症が原因で骨折したり、骨の密度が基準値を下回った場合に薬物療法が必要になっていきます。Click薬剤は大きく３つに分類されます。骨が壊れるのを防ぐ薬と、骨を作る薬、カルシウムやビタミンの薬を飲んで治療を行います。



定期的に骨密度を測定しましょう 
超音波法 
当院では超音波を使った骨密度測定法です。 
骨密度測定では、かかとに超音波を流して骨密度を測定します。 
かかとの骨は骨密度が最初に落ちやすいことから、 
初期段階での骨密度測定には適しています。 
超音波測定法は人体にまったくの無害で、測定時間も 
5分程度と手軽に検査を受けられます。 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
年齢を重ねると、骨密度は低下していくものです。当院では超音波を使って骨密度の測定を行っています。骨密度測定では、かかとに超音波をあてて測定を行います。かかとの骨は骨密度が最初に落ちやすいことから、初期段階での骨密度測定には適していると言われています。超音波は人体にまったくの無害で、測定時間も5分程度と短く、手軽に検査を受けられます。運動不足が気になる方、食事の栄養バランスが気になる方はぜひ一度骨密度の測定をされてみてはいかがでしょうか。



マンモグラフィー 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
次にマンモグラフィーについてです。



• X線を用いた乳房専用のレントゲン撮影です。 
 圧迫板で乳房を挟み圧迫板で薄く広げて撮影します。 
• 乳腺内のしこりや乳がんの初期症状である微細な 
 石灰化を画像として捉えることができます。 

マンモグラフィ検査とは？ 
  

乳がん 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
マンモグラフィ検査は、X線を用いたレントゲン撮影です。乳房を圧迫板という透明な板で挟み、薄く広げて撮影し、乳腺内のしこりや乳がんの初期症状である微細な石灰化を画像として捉えることができます。図のように、乳房を圧迫して撮影するため、痛みを感じることがあります。痛みには個人差がありますが、乳腺が発達している方の方が痛みを強く感じるようです。デンスブレストと呼ばれる乳腺が発達しているような乳房の方は、画像では高濃度で白っぽく写ってきます。そういう方は、病変が隠れてしまう可能性がありますので、乳腺エコーをおすすめします。Ｘ線による放射線被ばくがありますが、自然のなかで浴びる放射線量と同程度なので、健康に影響が及ぶ心配はありません。ただし、妊娠中もしくは妊娠が疑われる方は、放射線感受性の高い胎児への影響を考えて、避けたほうがいいでしょう。欧米では、60～80％の女性が2年に1回の割合でマンモグラフィ検査を受けていて、乳がんで亡くなる方は減少しています。日本では、マンモグラフィ検査の受診率は40％を超える程度で、乳がんで亡くなる方が増え続けているのが現状です。



乳腺エコー 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
次に乳腺エコーについてです。



• 超音波を用いた検査です。 
• 乳房に超音波を当て、乳房内の病変の有無、しこりの 
 大きさ、腋の下など周囲のリンパ節への転移の有無など   
 を調べます。 

乳腺エコー検査とは？ 
  

乳がん 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
超音波を用いた検査です。痛みはありません。乳房に超音波を当て、その反射波を画像に映し出すことで乳房内部の状態を知ることができます。乳房内の病変の有無、しこりの大きさ、腋わきの下など周囲のリンパ節への転移の有無などを調べます。小さなしこりを発見することに優れていますが、石灰化を発見することができません。超音波での検査になりますので、妊娠中の方でも問題なく受信できます。よく質問されるのが、マンモグラフィーと超音波検査はどちらを受けたほうがいいですか？と聞かれますが、乳房の状態によるので、どちらのほうが優れているか、ということは一概には言えません。たとえば、マンモグラフィ検査の場合、若い人や、乳腺の量が多い人は、異常を発見しにくい傾向にあります。また、エコー検査は、乳房が大きいと、超音波が深部まで届かず、正しく診断できないことがあります。したがって、自分の乳房の状態に合った検査方法で、受診することが望ましいと言えます。一度、医療機関で受診してみて、自分に適した方法で、定期的に受診することがおすすめです。



一度健診を受けてみませんか？ 
あなたの健康を見直して毎日元気に

過ごしましょう！ 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
今回、喫煙、飲酒、メタボリックシンドローム、脳卒中、虚血性心疾患、骨粗しょう症、マンモグラフィ、乳腺エコーについてお話しさせて頂きました。少しでも気になる項目があった方、また、健康には自身があるという方でも、ぜひ一度検診を受けてご自身の健康状態を見直してみてはどうでしょうか。以上で私のお話は終わらせていただきます。ご清聴ありがとうございました。
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